
国語科学習指導案 

 

令和３年 11月 24日（水

１ 単元名   「故郷」魯迅（『新しい国語 ３』 東京書籍） 

２ 単元設定の理由 

(1) 単元観 

本単元は，学習指導要領（平成29年告示）〔知識及び技能〕⑶我が国の言語文化に関する事項の「オ 

自分の生き方や社会との関わりを支える読書の意義と効用について理解すること。」及びの〔思考力・判

断力・表現力等〕「Ｃ読むこと」⑴の「イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や

考え方について考えること」「エ 文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などに

ついて，自分の意見をもつこと。」に基づいて設定した。 

本単元で扱う『故郷』は，中国の近代文学の代表的な作品であり，筆者の1919年の実体験がもとにな

って書かれた作品である。帰郷から故郷を離れるまでに描かれる主人公の心情や故郷で再開した人々の

変化や行動には，魯迅のものの見方や考え方が色濃く表現されている。 

この作品を読むことを通して，登場人物の行動や物語の展開の意味を考えたり，登場人物と自分との

考え方の違いを確認したりして，作者のものの見方や考え方について考え，人間や社会の有り様に思い

をはせて自分の意見をもつことは，大人への過渡期にある３学年の生徒にとって非常に有益な学習とな

ると考える。 

(2) 生徒観 

本学級の生徒は，文章に表れているものの見方や考え方を捉え，自分の考えをもつことに課題があ

る。次の表は本年度実施された全国学力・学習状況調査３四「文章に表れているものの見方や考え方

を捉え，自分の考えをもつことができるかどうかを見る。」問題における本校の実態を示すものであ

る。 

正答の条件 解答類型 

次の条件を満たしている。 

① 【文章の一部】から「吾輩」が「黒」

を評価している表現を引用して書い

ている。 

② ①で引用した表現から，「吾輩」が

「黒」にどのような接し方をしている

ことが分かるのかを書いている。 

③ ②のような「吾輩」の接し方につ

いて，自分の考えを具体的に書いて

いる。 

１ ２ ３ ４ 99 ０ 

条 件 ① ②

③ を 満 た

している。 

条 件 ① ②

を満たし，

③ を 満 た

さない。 

条 件 ① ③

を満たし，

② を 満 た

さない。 

条 件 ② ③

を満たし，

① を 満 た

さない。 

その他 無解答 

本校の学年（％） 33.3 2.0 2.0 33.3 3.9 25.5 

この結果から，本学年の課題として，ものの見方や考え方が表れている叙述を取り上げる力が不足

していることが挙げられる。その理由として三つ考えられる。 

・ 物語の読みを深める上で重要な「地の文の描写に着目する」力が不足している。 

・ 語彙の不足により，人物の心理を表す多彩な語句を読み取ることができない。 

・ 名作と言われる作品に触れていない実態があり，名作と呼ばれる作品に対して「難しい」「長い」

「知らない言葉がたくさん出てくる」という先入観が大きい。 

 



(3) 指導観 

⑵生徒観で述べた生徒実態を踏まえ，小説を読んで考えたことを伝え合う言語活動として，生徒の

資質・能力を育成するために本単元では，並行読書を取組の柱として設定する。 

文章を読む抵抗感を低減させるために，生徒にとって親しみのある，小学校の国語の教科書に掲載

されている五つの作品（『お手紙（小学第２学年）』『サーカスのライオン（同第３学年）』『ごんぎつね

（同第４学年）』『大造じいさんとガン（同第５学年）』『海の命（同第６学年）』の中から一作品を選ば

せ，並行して読書をさせる。また，人間や社会についてより深く考えさせるために，子ども食堂やヤ

ングケアラーといった，子どもの貧困について取り上げた新聞記事を提示し，現実社会との関連をも

たせるようにする。 

以上に示す並行読書や新聞記事の提示を行うことを通して，文章を批判的に読みながら，文章に表

れたものの見方や考え方について考えさせるように習熟させたり，より深く人間，社会などについて

自分の意見をもったりすることができるようにする。 

 

３ 単元の目標 

〇 自分の生き方や社会との関わりを支える読書の意義と効用について理解することができる。 

〔知識及び技能⑶オ〕 

〇 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方ついて考えることができる。 

〔思考力，判断力，表現力等 Ｃ読むこと⑴イ〕 

○ 文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見をも

つことができる。             〔思考力，判断力，表現力等 Ｃ読むこと⑴エ〕 

〇 言葉が持つ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文化に関わ

り，思いや考えを伝え合おうとする。              〔学びに向かう力，人間性〕 

  

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自分の生き方や社会との関わり

方を支える読書の意義と効用につ

いて理解している。 

（⑶オ） 

① 「読むこと」において，文章を

批判的に読みながら，文章に表れ

ているものの見方や考え方につ

いて考えている。 

（Ｃ⑴イ） 

② 「読むこと」において，文章を

読んで考えを広げたり深めたり

して，人間，社会，自然などにつ

いて，自分の考えをもっている。 

（Ｃ⑴エ） 

積極的に文章を批判的に読みな

がら，文章に表れているものの見方

や考え方について考え，学習課題に

沿って「生きること」について考え

たことを語り合おうとしている。 

 

５ 指導と評価の計画（全11時間）    

次 時 学習内容 
評価の実際 

知 思 主 評価規準 評価方法 

１ ２ ○ 全文を通読し初読の感想と疑問点を挙げ

る。 

〇 並行して読書をする作品を 1 冊選ぶ。 
 

     

 



２ ６ 〇 １場面から故郷に関する叙述を挙げ，班

で Jamboard に書き込む。 

〇 挙げられた情報を「事実」と「意見」に

分類し，主人公の故郷に対する思いを捉え

Google スライドに記入する。 
 

     

  〇 登場人物の人間関係図を作成する。 

○ ルントーの昔と今の変化から，人物設定

の仕方を捉え，Google スライドに記入す

る。 
 

     

 〇 ヤンおばさんの昔と今の変化から，人物

設定の仕方を捉える。 

〇 ヤンおばさんの言動に表れたものの見方

や考え方について自分の意見をもち，

Google スライドに記入する。 
 

 〇  文章を批判的に読みながら，

文章に表れているものの見方

や考え方について考えている。 

（Ｃ⑴イ） 

記述の分析 

（Google スライド）  

  ○ 第５場面からルントーの言動に表れた，

作者のものの見方や考え方を読み取り，

Google スライドに記入する。 

【本時】 

 〇  文章を批判的に読みながら，

文章に表れているものの見方

や考え方について考えている。 

（Ｃ⑴イ） 
 

記述の分析 

（Google スライド）  

  〇 子供と貧困に関する新聞記事を読み，『

故郷』が他人事ではなく自分と身近な問題

であることを知る。 

〇 ルントーの言動に表れたものの見方や考

え方について，自分の知識や経験と照らし

合わせながら，自分の意見をもつ。 
 

 〇  文章を読んで考えを広げた

り深めたりして，人間，社会，

自然などについて，自分の意見

をもっている。 

（Ｃ⑴エ） 

記述の分析 

（Google スライド）  

 

 

 〇 第６場面「シュイションは連れずに」か

ら，ルントーの言動に表れたものの見方や

考え方を捉える。 

〇 作者が否定している三つの生活から，主

人公・ルントー・ヤンおばさんの生き方を

比較し，作者の考える新しい生活を参考に

しながら「生きること」に対する自分の意

見をもち，Google スライドに記入する。 
 

 〇  文章を読んで考えを広げた

り深めたりして，人間，社会，

自然などについて，自分の意見

をもっている。 

（Ｃ⑴エ） 

記述の分析 

（Google スライド）  

３ ２ 〇 並行して読書してきた一作品を根拠にし

て，「生きること」について自分の意見を挙

げる。 

〇 前時の「故郷」を参考に考えた「生きる

こと」と並行読書から考えた「生きること

」を照らし合わせ「生きること」に対する

自分の考えをまとめ，Google スライドを完

成させる。 
 

〇   自分の生き方や社会との関

わり方を支えている読書の意

義と効用について理解してい

る。 

（知識及び技能⑶オ） 

 

記述の分析 

（Google スライド）  

 〇 完成した Google スライドをクラス全体

で読みあい，コメント欄を通じて意見交流

を行う。 

  〇 積極的に登場人物の言動の

意味などについて考え，学習課

題に沿って考えたことを語り

合おうとしている。 

（主体的に学習に取り組む態度） 
 

 

記述の分析 

（Google スライド）  

４ １ ○ 評価問題を解く。 

・「走れメロス」と「少年の日の思い出」

のどちらかを選び「故郷」で習得した

ことを活用して作者のものの見方や考

え方を捉える。 

・「生きる」ことはどんなことだと考える

か，「故郷」と比較しながら自分の考え

を述べる。 
 

 〇  文章を批判的に読みながら，

文章に表れているものの見方

や考え方について考えている。 

（Ｃ⑴イ） 

文章を読んで考えを広げた

り深めたりして，人間，社会，

自然などについて自分の意見

をもっている。 

（Ｃ⑴エ） 
 

記述の分析 

（ワークシート） 

 

 



６ 本時の展開（６／11） 

⑴ 本時のねらい 

ルントーの言動を表す叙述を解釈して，文章に表れているものの見方や考え方についてまとめ，自

分の知識や経験などと照らし合わせて考えさせる。 

⑵ 本時の評価規準 

ルントーの言動を表す叙述を根拠にしてどのように解釈したのかを明確にして，文章に表われてい

るものの見方や考え方についてまとめ，それに対する賛否を，自分の知識や経験などと照らし合わせ

て考えている。 

⑶ 展開 

本時のめあて：ルントーの言動に表れたものの見方や考え方について考えよう。 

学習活動 教師の指導・支援 評価 

〇 本時のめあてを確認する。 
 

〇 本時の流れとめあてを確認させる。  

○ 国語辞典を使って難しい語句の

意味を調べる。 
 

〇 難解語句「思案」「恭しい」について確認する。  

〇 p.161 ℓ.17～p.162 ℓ.17 を音読

する。 
 

 

 

 

〇 本文の叙述から，ルントーの言

動を探し，線を引く。 
 

 

 

 

〇 「だんな様！……」から，ルント

ーが言いたくても言えなかったこ

とを考える。 

〇 言いたいことが言えないルントーの悩みや苦悩が「……

」に表われていることに注目させる。 

〇 自分がルントーだったら何を伝えたいかを想像させ，ル

ントーの立場に立って考えさせる。 
 

 

〇 ルントーが自分の思いを言えな

かった理由を，本文の叙述をもと

にして考える。 
 

〇 ルントーの態度，動作，表情に関する描写に注目して，

二人の関係が変化してしまったことを捉えさせる。 

 

〇 ルントーが諦めてきたことを考

え，挙げる。 
 

〇 ノートに整理した内容をもとに，考えたことをまとめさ

せる。 

 

〇 ルントーが友達として対等に生

きることをあきらめてしまった理

由を考え，ルントーの言動に表れ

たものの見方や考え方について考

え，Google スライドに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ルントーの「～」という言動には，（    ）が表

現されている。この言動には，作者の～というものの見方

や考え方が窺える。」の形で原稿を書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「思考・判断・表現①」  

Google スライド 

ここでは，ルント

ーの言動を根拠と

して，文章に表れ

たものの見方・考

え方について考え

ているか，自分の

知識や経験と照ら

し合わせて考えら

れているかの２点

を確認する。 
 

〇 Google スライドを交流し合う。 

 

〇 交流の際の抑えるべきポイント 

・ ルントーの言動に関する叙述を，根拠として挙げて

いる。 

 ・ 自分の知識や経験が論理の根拠として適切である。 
 

 

〇 本時の振り返りと次時の確認を

する。 

  

 

予測される生徒の反応 
 

〇 ルントーの「唇は動いたが，声にはならなかった。」という言動には，（ルントーが自分とルーシュン

との間に身分や生活の差といった大きな隔たりがあることに気付き，昔のように友達として対等に接す

ることはできないのだということに気づいた瞬間）が表現されている。この言動には，（身分や生活の

差が，仲の良かったはずの二人を引き裂いてしまう残酷な現実があることを知ってほしい）という作者

のものの見方や考え方がうかがえる。 

〇 ルントーの「喜びと寂しさの色が顔に現れた。」という言動には，（ルントーが本当はルーシュンと友

達として接していこうと思っていたのに，ルーシュンと顔を合わせた途端，身分の差を実感してしまっ

て，自分から大きな隔たりを作ってしまったこと）が表現されている。この言動には，（日々の生活が

辛すぎると，友達や生活，楽しさなど様々なことをあきらめなくては生きていけなくなる）という作者

のものの見方や考え方がうかがえる。 



⑷ 板書計画 

 十
一
月
二
十
四
日 

 

め
あ
て 

ル
ン
ト
ー
の
言
動
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

  

ル
ン
ト
ー
の
言
動 

・
彼
は
突
っ
立
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。 

・
喜
び
と
寂
し
さ
の
色
が
顔
に
浮
か
ん
だ
。 

・
唇
は
動
い
た
が
、
声
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

・
う
や
う
や
し
い
態
度
に
変
わ
っ
た
。 

・
「
だ
ん
な
様
！…

…
」 

            

諦
め 

ル
ン
ト
ー
が
諦
め
て
き
た
も
の
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う 

 
 
 

・
人
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
友
達 

 
 
 

・
自
分
の
夢 

 
 
 
 
 
 
 

・
対
等
な
関
係
で
い
る
こ
と 

 
 
 

・
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と 

・
豊
か
な
生
活 

  

作
者
の
ど
ん
な
も
の
見
方
や
考
え
方
が
分
か
る
だ
ろ
う
？ 

      

ま
と
め 

ル
ン
ト
ー
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
対
す
る
賛
否
（
納
得
・
共
感
で
き
る
？
）
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判
断
し
よ
う
。 

ル
ン
ト
ー
の
「
～
」
と
い
う
言
動
に
は
、
（ 

 
 
 
 

）
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
言
動
に
は
、
作
者
の
～
と
い
う
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
う
か
が
え
る
。 

本
当
は
何
が
言
い
た
か
っ
た
の
？ 

 

・
「
シ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
。
」 

・
友
達
だ
。 

・
久
し
ぶ
り
。 

・
辛
か
っ
た
ん
だ
よ
。 

・
助
け
て
ほ
し
い
。 

 

言
え
な
か
っ
た
理
由 

 

・
自
分
と
ル
ー
シ
ュ
ン
と
の
違
い
を
知
っ
た
か
ら
。 

・
自
分
の
服
装
な
ど
を
客
観
的
に
見
る
と
、 

と
て
も
友
達
と
は
言
え
な
か
っ
た
。 

・
自
分
の
思
い
を
い
う
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
っ
て 

き
た
た
め
、
友
達
と
は
言
え
な
か
っ
た
。 


